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学校法人 朴沢学園130周年（１８７９－２００９～） 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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 本学の母体、学校法人朴沢学園が今
年で１３０周年を迎えます。宮城県下

で、本学園が最も歴史の長い私立学校

です。 

明治１２年に朴沢 三代治初代校長が

が仙台本荒町（現在の一番町）に松操

私塾を始め、革新的な裁縫教授用掛図

による一斉授業を行い、子弟を集めて

教育にあたり朴沢学園の基礎を築きま

した。明治１７年には教授方法を明確

にした「裁縫教授書」が我が国初の文

部省小学校裁縫教科書として採用さ

れ、同じく明治１７年には、「裁縫教授用掛図」を国内への出品に留まらず米国

博覧会へも出品しています。 

朴沢流裁縫技術はその名を広め、朴澤三代治二代校長時代には全国的に松操学

校の存在が知られることとなり、北は北海道、南は熊本などから教えを求め、当

時すでに卒業生は５千名を超え、郷里へ帰り、朴沢流裁縫技術を普及させまし

た。 

現在、その貴重な掛図や裁縫教授書は、青葉区川平の法人本部で大事に保管さ

れています。 

図書館に、1979年に発行された記念誌「百年のあゆみ」がありま
す。学園の歴史にご興味のある方は是非ご一読下さい。 
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 ハワイ州立大学スクーリングをきっかけに本格的に同大学で学びたいと思った鈴木のぞみさん（明成高

校→仙台大学体育学科 H１７年度卒）。本学を卒業後、アスレティックトレーナーになるべく単身ハワ
イに渡り、語学学校を経てハワイ州立大学大学院（ｷﾈｼｵﾛｼﾞｰ ｱﾝﾄﾞ ﾚｼﾞｬｰ ｸﾞﾗﾃﾞｭｴｰｼｮﾝ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）に入学

していた鈴木のぞみさんが５月１７日に同大学院を無事修了しました。 

 ６月にはいよいよアスレティックトレーナーの資格試験にチャレンジするそうで、本学初の同資格者誕

生が楽しみです。 

 後に続いた鈴木理恵さん（H２０年度卒）も同大学大学院を目指し、現在ハワイの語学学校で頑張って
います。のぞみさんのブログに写真が載っていましたので、ご本人の快諾を得、苦労が綴られた卒業式前

日のブログと共に紹介します。 

尚、ブログに添付されていた卒業式の動画は学食等で放映予定です。 
 

ＯＧハワイ州立大学スクーリング第１回生（２００３．１２月実施）の 

鈴木のぞみさん（平成１７年度卒）ハワイ州立大学大学院修了 

～アスレティックトレーナーを目指し、単身ハワイでゼロからのスタート～ 

一番左には、のぞみさんと

同じ目標を持ってハワイに

渡った鈴木理恵さんの姿も 

ありがとう 
5月16日更新 

３年前の私は、今の私になりたかった。でも、想像できなかった。 

先輩の卒業式を見て、「私もこうなりたい」そう強く想った。 

英語が話せなかった。日常会話すら聞こえなかった。大学生の教科書なんて、読めもしなかった。今みたいに

ペーパーなんて書けもしなかった。 
 

   ～～～～ 中略 ～～～～ 
 

アスレティックトレーニングが学びたくて仕方がなかった。でも、英語がわからなかった。 

大学院に入れるかすら、わからなかった。 

トッフルが上げられなかった。 

プログラムに入った。 

全て吸収したいと思った。でも、クラスに付いてゆくのもやっとで、理解できないことがたくさんあった。 

クラスメートと普通に話せるようになりたかった。でも、日常会話にすら付いてゆけない事がしばしばだっ

た。だから、毎日みんなの会話を聞いていた。 

選手のいっている事を１００％理解することができなかった。正確な怪我の評価ができなかった。 

アメリカ人の前で、プレゼンテーションをしなければならなかった。理解してもらえるかいつも不安だった。

ぐちゃぐちゃな英語を使ってしまうことが、しょっちゅうだった。呆れられる事もあった。相手のプラスにな

れない自分が、情けなかった。 

自分は家族、友人達に助けられて、成り立っているのだと分かった。 

彼らの理解、協力無しには、ここまで来られなかった。彼らが私を今日まで引っ張ってきてくれた。 

友人達。語学学校、ELI、アスレティックトレーニングの先輩たち、クラスメートたち、トレーナールームの

スタッフ、今まで関わってきてくれた全ての先生たちのこと。 

ということで、明日は卒業式です。 

３年越しの想いが、現実になる。 

本当に、今までありがとう。今、最高に嬉しいです。 

夢が叶うって、こういうことだったんだ。 

本当に、ありがとう。 

鈴木のぞみさんブログ http://blog.goo.ne.jp/ 
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 ５月８日（金)からフィンランド・カヤーニ応用科学大学から３名
の留学生(左からｱﾝﾏﾘ ﾍｯﾚ、ｻﾄｩ ﾄｩｵﾏｰﾗ、ﾖﾆ ﾛｯｼﾈﾝ)が本学で学んでい

ます。 
本学とカヤーニ応用科学大学は平成１８年に国際交流協定を締結

し、短期留学を通して互いに学生交流を図っており、今年が第３回目

のプログラムです。 
滞在は３週間で、講義に参加するほか、柴田町内の小・中学校訪問、ホームステイ、農業体験、茶

道などを通して日本文化に触れる予定です。１１日には柴田町 滝口町長を表敬訪問しました。 
滝口町長から「日本の伝統文化、郷土料理、町の人たちの生活を学んで帰っていただきたい。フィ

ンランドのよさを大学の学生に伝え、交流が深まるように関係を築いてください」との言葉を頂きま

した。同日に行なわれたウェルカムパーティーには台東大学（台湾）から１年間、科目等履修生とし

て留学中の簡介文（カン カイブン）氏も招き、教職員・学生が参加して交流を深めました。 

   
ｳｪﾙｶﾑﾊﾟｰﾃｨｰ／簡介文氏（台湾）     船迫中学校／給食        太田教授宅にて／着物 

   
実技／柔道            実技／剣道            実技／ダンス 

フィンランドからの留学生 滝口町長を表敬訪問 

ミンスク市 選手団(向かって左がミハエル団長) 

長春市 選手団（招待選手最

高記録 女子12位） 

本学トレーニングセンター 

５月１０日に、１９ｔｈ 仙台国際ハーフマラソ
ンが開催され、大会後には国際姉妹都市交流会が

開催されました。交流会には、昨年に引き続き今

年も招待を受け、学長はじめ本学から７名が参加

しました。昨年のこの交流を契機として、新体操

部コーチのマカロワ・マリヤさんの本学招聘が実

現しています。 
また、５月８日にはミンスク市選手団団長で、

ミンスク市体育・スポーツ観光部長でもあるミハ

エル．Ｂ．ユスパ氏が仙台市の職員とともに本学

本学からも学長をはじめ、7名で交流会へ参加 

仙台国際ハーフマラソン大会国際姉妹都市交流会  

を訪れ、学長や新体操部の大山部長、丹羽監督、マ

カロワ・マリヤさんと懇談しました。その後、第３

体育館や新体操の指導が行われている第４体育館、

陸上競技場などを熱心に視察されました。 
  
  

～ ベラルーシ共和国ミンスク市選手団団長が本学を視察 ～ 
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学友会企画で体育祭開催 
 ５月１６日(土)に学友会主催で体育祭が開催され
ました。体育祭は１年生の交流を促進する目的で

開催され、１年生と参加希望したB.B.バレー同好会
を合わせて１１１名が参加しました。 

 このイベントは「体育大学なのに体育祭がな

い」との学友会の提案から初めて開催されたもの

で、クラス毎に分かれて長縄跳びとドッチビーの

２種目で競い合いました。大会終了後は学生食堂

を会場に交流会も開催され、ビンゴ大会などで楽

しい時間をすごしていました。 

 今大会にはキーナート副学長(特命事項担当)から
楽天野球団のユニフォームを、佐藤(宏)副学長から
ベガルタ仙台フォーム観戦チケットなどを大会賞

品としてご提供頂きました。また、シダックスか

らも楽天ホームゲーム観戦チケットの提供をいた

だきました。 

  

入学してから約1ヵ月半。1年生同士がクラスの
枠を超えてスポーツを通じ交流を深め、仲間との

絆を強くできた大変有意義な企画でありました。 

  

  優 勝   体育学科Ｃ－１ 

  第２位   体育学科混合チーム 

  第３位   運動栄養学科Ｂ－１ 

  学長賞   健康福祉学科Ｃ混合 

  学生部長賞 B.B.バレーボール同好会  

柳講師の呼びかけで２年前に始まったＪＩＣＡ

の主催する「世界の笑顔のために」への本学から

の物品提供は、これまでにバレーボール・野球グ

ローブ・シューズなどが世界約１５ヶ国に送ら

れ、子ども達の笑顔の源ともなり喜ばれていま

す。 

今年度からはボランティアセンター主管とな

り、多くの学生が関わることで更に大きな取組み

になろうとしています。今回は今まで以上に近隣

のコンビニエンスストアや商店にポスターを掲示

させていただいています。 

今回の物品回収期間は５月１１日～２２日（１

７時）まで（管理課）です。  

 

活動メンバー 

○大道有起さん(大学院1年)     

○齋藤まりさん(運動栄養学科4年) 

○小寺恭平さん(体育学科4年)    

○小沢まりさん（体育学科3年） 

○横山宗平さん(健康福祉学科2年)  

○佐々木里花さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科1年） 

○槻山朋恵さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科1年） 

横山宗平さん(健康福祉学科２年) 

 コ・アクトやユニティー、現代Ｇ

Ｐ、学校支援ボランティアなど色々

な活動をしていますが、日本を超え

て世界と関われる機会はありませ

ん。この取組みを通して、少しでも

世界の方と携われる事が自分にとっ

て大きく貴重な体験です。 

 再利用可能なボールなどのスポーツ用品が、い

らなくなったからといって捨てられるのはもった

いなく、他の国で活用してもらえればと思うので

是非、皆様の物品提供をお願いします。 

仙台大学国際貢献事業 ～ＪＩＣＡ『世界の笑顔のために』プロジェクト

以前のプログラムに対する御礼状の一つ→ 
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現代ＧＰ「地域密着型の健康づくり支援システムの構築」ガイダンス 

  ４月２７日(火)、５月１１日(月)にB203教室に
おいて現代ＧＰの健康づくり運動サポーター養成

ガイダンスが開催され、２回合わせて約１００名

の学生が参加しました。 
はじめに橋本学科長が「町の健康に貢献して社

社会に出ても役立つ人材になってもらいたい。是

非、上級まで修了し卒業して下さい。」と挨拶の

後、小池教授より養成プログラムの概要が説明さ

れました。 
 ３年目の今年は、健康福祉学科１年生の専門基

礎科目のカリキュラムに「健康づくり運動演習」

として含まれ、また、上級コースがスタートしま

す。 

健康福祉学科１年生は今年から学科で習得可能と

なり、それ以外の学生がガイダンスに参加し、１８

日から養成講座もスタートしています。健康福祉学

科以外の学生も多数参加しており、この取組みへの

高い関心度をうかがい知る事ができました。 
 
 
※「地域密着型の健康づくり支援システムの構築」

は、平成１９年度に文部科学省の現代的教育ニーズ

取組み支援プログラムに私立体育大学として初めて

採択されました。体育系大学の特徴を活かして地域

の健康事業の指導者不足の解消という要請に応えな

がら、時代が求める健康福祉分野での専門知識やホ

スピタリティー、ユー

モア、明るさを備え、

楽しい運動指導のでき

る実践的な能力を身に

つけた人材養成を目指

しています。 
 
専用ホームページ 
  http://www.scn-gp.jp/kensup/ 

本学が加盟している｢学都仙台コンソーシアム｣

で、この度学生による｢広報サポートスタッフ｣の

募集があり、学内で検討した結果、スポーツ情報

マスメディア学科２年生２名の学生が決定しまし

たのでご紹介致します。（任期：平成21年5月～22

年2月予定） 

これは学都仙台コンソーシアム広報部会が、広

報活動全般に対して学生の視点を取り入れるため

に平成２０年度から学生スタッフをつのっている

もので、本学では去年に引き続き、２回目の 

選出となります。 

１人は「スポーツ情報戦略コース」で学ぶ高橋

悠（ゆう）（二女高時代ソフトボール部）さんで

「自分にとって「コンソーシアム」が未知なる分野

だったことに興味を持ちました。HPで調べてみたと

ころ学生のページもあり、体育大学としてだけでは

なく幅広く活躍している多くの仙台大学の学生達を

自分の手で紹介したいと思ったのが志望動機です。

将来的には英語の勉強や教員への道も含め経験した

いことがたくさんあるので、他大学の学生と交流し

つつ見聞を広めたいと思います。」とのことでし

た。 

もう１人はスポーツマスメディアコースで学ぶ高

高橋花奈（富谷高校時代ハンドボール部）さんで

「現在、フリーペーパー作りに着手しており、完成

した後、それを他大学に置いていただき、逆に他大

学のフリーペーパーを本学に置くような試みで、学

生同士の交流が図れれば良いのでは と考えていま

す。今回はそのための勉強の機会と考え、応募しま

した。卒業後は広報関係、マネージメント他、今出

来ることに全力で挑戦した中から進路を決めたいと

思います。」と話していました。 

他大学に比べ本学の最大の長所として２人共「先

「先生方との距離が近く、少人数制で指導して下さ

ること」と口を揃え、日々積極的に充実した学生生

活を送る姿が感じられました。 

 学都仙台コンソーシアム広報部会によりますと、

６月中に第１回目の広報スタッフ会議が予定されて

いるそうで、ダブル高橋さんの活躍が楽しみです。 

学都仙台コンソーシアム広報サポートスタッフ決定 

～ 学生の活躍の場が広がる ～ つながる ～ 

高橋悠さん 高橋花奈さん 




